
Osaka City低炭素都市低炭素都市のの構築構築に向けてに向けて炭
－大阪市の取組み－

大大 阪阪 市市



Osaka City かつての大阪市かつての大阪市

1920年頃 市内工場からの排煙

1965年 あとを絶たない不法投棄

1955年頃 工場排水と水質汚濁1955年頃 地盤沈下の状況



Osaka City 大阪市の取組み大阪市の取組み

1973年 水質調査の様子1973年 水質調査の様子

大気汚染緊急対策のための
特別機動隊(1970年)



Osaka City 現在の大阪市現在の大阪市
大阪城公園中之島

御堂筋



Osaka City これからの環境政策これからの環境政策

課課 題題

地球温暖化への対応地球温暖化への対応 都市の活力の維持都市の活力の維持

両者への取組み両者への取組み

環境 エネルギ 産業の発展

両者への取組み両者への取組み

環境・エネルギー産業の発展

市民・事業者の意識改革

持続可能な都市持続可能な都市



Osaka City 大阪市域の温室効果ガス排出量の推移大阪市域の温室効果ガス排出量の推移
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Osaka City 大阪市域の部門別二酸化炭素排出量大阪市域の部門別二酸化炭素排出量
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産業部門

産業部門 1045 733 713 　▲31.8%

業務部門 450 651 606 34 7%
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Osaka City 大阪市環境基本計画大阪市環境基本計画

平成15年2月

｢第Ⅱ期大阪市環境基本計画｣策定｢第Ⅱ期大阪市環境基本計画｣策定

新 基｢新しい環境基本計画｣

現在策定作業中現在策定作業中



Osaka City 低炭素社会の構築に向けた大阪市の取組み低炭素社会の構築に向けた大阪市の取組み

環境・エネルギー産業環境・エネルギー産業 低炭素型の市民生活や低炭素型の市民生活や環境 エネルギ 産業環境 エネルギ 産業
への先駆的投資への先駆的投資

低炭素型の市民生活や低炭素型の市民生活や
社会システム等への変革社会システム等への変革

・環境への配慮が価値を持つ社会の実現に向けた産業構造の転換

・化石燃料に依存した市民生活や社会システムの転換・化石燃料に依存した市民生活や社会システムの転換



Osaka City 環境・エネルギー産業への先駆的投資環境・エネルギー産業への先駆的投資

■ ビジネス活動グリーン化推進事業

■ クリーンテクノロジーの創出ならびに活用促進事業

■ 大阪駅北地区2期開発ナレッジキャピタルの検討

■ 大阪の環境技術を活かした国際貢献とプロモーション

■ 市民・事業者との協働による地球温暖化対策推進事業■ 市民 事業者との協働による地球温暖化対策推進事業

■ 夢洲等における太陽光発電等導入調査

■ 咲洲地区における再生可能エネルギー利用拡大に関する検討調査■ 咲洲地区における再生可能エネルギ 利用拡大に関する検討調査

■ 太陽光発電設備の導入

■ 大阪市博物館群LED化等事業■ 大阪市博物館群LED化等事業

■ ESCO事業の推進

水処理過程 発生する資源 有効利 よる事業化検討■ 下水処理過程で発生する資源の有効利用(PFIによる事業化検討)



Osaka City
低炭素型の市民生活や社会システム等への変革低炭素型の市民生活や社会システム等への変革

■ 資源・エネルギー循環型まちづくり検討調査(森之宮地区)

■ 森之宮焼却工場建替検討調査■ 森之宮焼却工場建替検討調査

■ 低炭素型交通システムの普及促進

■ 電気自動車の導入及び倍速充電スタンドの整備

■ 市職員による青色防犯パトロ ル活動への電気自動車の導入■ 市職員による青色防犯パトロール活動への電気自動車の導入

■ 低炭素型住宅の供給促進方策検討調査

■ ヒートアイランド対策の推進



Osaka City 夢洲メガソーラーの誘致夢洲メガソーラーの誘致

民間事業者との連携による
メガ 発電 導入メガソーラー発電の導入

メガソーラーイメージ

◎10メガワット
(住宅3,000戸相当)( , )
以上

市民啓発にも利用の予定



Osaka City 太陽光発電設備の導入太陽光発電設備の導入

市設建築物等(学校、市役所、区役所等)へ
太陽光発電設備を導入太陽光発電設備を導入

平成22年度導入予定

市立学校70校、本庁舎、7区役所、舞洲スラッジセンター、
中央卸売市場など83施設に設置

平成 年度導入予定

柴島浄水場 (150kW)



Osaka City 太陽光発電補助制度太陽光発電補助制度

補助金額 （平成22年度）

・発電出力1kWあたり 7万円

上限額限額

・戸建住宅等 28万円
・集合住宅・事業所 140万円

補助制度あり
固定価格買取あり

21万円

補助制度なし
固定価格買取制度なし

国の
補助

21万円

10年間の売電による回収額

72万円

設
置
費
自

市の
補助

発電能力：3kW

123万円

108万円
自
己
負
担
額

設置費用：195万円
の場合・・・

45万円

回収年数 27.1年 16.3年

10年後の未回収額



Osaka City 博物館群への博物館群へのLEDLEDの集中導入の集中導入

大阪市の博物館群

展示照明へのLEDの導入

天井ダウンライトの白熱灯をLED照明に取
り替えるり替える

壁固定ケースの蛍光灯･スポットライトを
LED照明に取り替える

移動ケースの光ファイバー照明･蛍光灯を
LED照明に取り替える



Osaka City 電気自動車の普及拡大電気自動車の普及拡大



Osaka City 資源・エネルギー循環型まちづくり資源・エネルギー循環型まちづくり

森之宮地区



Osaka City 民間によるまちづくりの取組み民間によるまちづくりの取組み

■大阪駅北地区先行開発区域プロジェクトにおける
実効性の高い省CO2技術の採用実効性の高い省CO2技術の採用



Osaka City なにわエコライフの取組みなにわエコライフの取組み
電気・ガスの検針票 環境家計簿

市民が家庭で省エネルギーを推進



Osaka City ヒートアイランド対策ヒートアイランド対策

◎「風の道」モデル事業とビジョンの構築
◎「緑のカーテン・カーペット」づくり◎ 緑 テン ッ 」 くり
◎ドライ型ミスト散布設置補助事業
◎｢打ち水｣の取組み

平成18年度モニタリング調査結果

風の道モデル事業風の道モデル事業 ｢緑のカーテン・カーペット｣づくり

海風

緑のカーテン

の海風を水と緑のネ トワ クを活用し

涼しい ⇔ 熱い

大阪市域においては西部（臨海部） この海風を水と緑のネットワークを活用し、
都心部へ効果的に誘導することにより、

ヒートアイランド現象の緩和をめざす。

大阪市域においては西部（臨海部）
が東部に比較して涼しい状況にあり、
これは海から吹く涼しい風『海風』の
影響と考えられる。

33℃
46℃



Osaka City ドライ型ミスト散布設置補助事業ドライ型ミスト散布設置補助事業

補助額等

ドライ型ミスト装置を設置する費用のうち、
材料費及び工事費の1/3に相当する額を補助

補助額等

対 象

材料費及び工事費の1/3に相当する額を補助

（1）市内中心部（北区、中央区、西区）の公開空地、または
（2）「風の道」モデル地区（長堀通沿道（伯楽橋～四ツ橋交差点の間））に新たに

対象設備を設置する市民、事業者の方々



Osaka City 環境分野における国際貢献環境分野における国際貢献

UNEP国際環境技術センター

イラク南部湿原環境管理支援
プロジェクト

人材育成の支援

プロジェクト

(独)国際協力機構(JICA)と
連携した研修の実施

これまでの研修修了者数：700700名以上



Osaka City大阪市は上海万博に出展しています大阪市は上海万博に出展しています

【メイン・コンセプト】

環境先進都市・水都大阪の挑戦環境先進都市・水都大阪の挑戦



Osaka City

エコってかんたん


